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４７年前、三重県名張市葛尾で集団毒殺事件があった。そして、犯人として逮捕

されたのは、奥西勝 当時３５歳。動機は、妻と愛人との三角関係の清算で、公民

館で開かれた地域の懇親会の折、ぶどう酒に農薬を混入させたと自白した。しかし、

この自白には、不審な闇がある。奥西の自白後に、村人の証言がつぎつぎと変わる。

そこには、捜査機関の誘導がある。また、判決は、一審では、自白の信用性が低く、

物的証拠が乏しいと無罪が言い渡され、二審以降、死刑という戦後の裁判では、白

から黒への変更は、この一件だけである。７回にわたる再審請求が繰り返されてき

たが、弁護団は、自白が強要されたことを立証すべく、科学的な立証を試みてきた。

そして、ぶどう酒の金属製のふたの歯形鑑定の不当性、そして、凶器となった農薬

の分析で、いずれも、物証として証明力が乏しいことを提起してきた。しかし、裁

判所の再審の扉は開かない。番組では、裁判官にとって「自白」とはなにか。捜査

機関にとっては、なにかを解き明かしていく。そして、自白偏重の裁判所の現状に

ついて考察していく。去年は、鹿児島志布志事件、富山氷見事件と自白強要の冤罪

事件が続発した。今も続く日本の司法の問題を考えた。  
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